
【定 例】                        提 出  令和 4年(2022年)6 月 28日 

 

 山  行  報  告  書  
 

山行報告者：簑 島 

山 域・山 名：奥久慈 男体山（653ｍ）                    （茨城県大子町） 

入山日又は期間：令和 4 年 6 月 26 日(日) 

プラン担当者 正：簑島    副：岩田  

 

後ろは奥久慈男体山 登山口にて 

参 

加 

者 
 

L：簑島 

 深谷 岩田 山崎 東海林 久保 

石田 田村 

 

 

 

 

男 3名 、  女 5名、 計 8名 

 

天候 晴れ・猛暑 

 

6 月 26 日 

(日) 

集合時間：5:50  集合場所：北上尾駅西口広場 

自家用車集合 5:40 簑島事務所：深谷・岩田・久保・石田 

北上尾駅 6:00―桶川加納 IC―圏央道―つくば JCT―常磐道―那珂 IC―国道

118―8:50 大円地 P9:15･･･10:55 東屋 11:15･･･11:20 男体山 11:25･･･

大円地越 12:00･･･大円地 P12:45→北上尾 18:15 

装
備
と
食
糧 

共同装備：ツエルト（山崎、東海林、久保）、 

車提供者： 田村 簑島 

個人装備：ヘッドランプ、雨具、防寒衣、コンパス、地図、水、非常食  

個 人 食：昼食                                                                                                                                    

感
想
＆
要
注
意
事
項 

 

関東地方が猛暑となっていたこの日、この茨城の地も照り付ける太陽は容赦なかった。 

山頂までの急な岩場ルートをこまめに水分補給しながら登った。 

30 人くらいの若いグループが同じルートを登っていたが、若くてもこの暑さはかなわぬ 

ようで、我々が追い越したり、また追い抜かれたりしながら、やっと山頂直下の東屋に 

たどり着いた。ここで 20 分ほど休憩を取り、おなかを満たし体を休めて、5 分ほど先の 

山頂へ向かった。狭い山頂は先程の 30 人の若人らでいっぱいで日陰も少なく、東屋での 

休憩は正解であった。山頂の景色は、600m 前後の山々が周りを囲んで、なじみのない 

山域なので全く山名が分からない。途中にスカイツリーと同じ標高（634ｍ）という地点 

を通過し沢筋を下りて登山口についた。 

意外だったのは、期待してなかったお花が結構咲いていて、登りではホタルブクロが、 

下りルートではニッコウキスゲやシモツケソウがきれいだった。 

参加者の皆様、猛暑の中本当にお疲れ様でした。 

 

 

 


